
　

令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

翻
弄
さ
れ
、
対
応
に
四
苦
八
苦
の
１
年
で
し
た
が
、
令
和

３
年
の
４
月
末
よ
り
ま
た
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

昨
年
同
様
に
通
所
施
設
も
ま
た
、
自
宅
待
機
に
な
り
、
昨

年
同
様
の
日
々
か
と
不
安
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
５
月
の

連
休
明
け
に
は
通
所
施
設
も
開
所
さ
れ
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
イ
ギ
リ
ス
型
や
イ
ン
ド
型
な
ど
の
変
異

型
が
表
れ
て
、
発
症
患
者
も
増
加
し
、
不
安
に
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
や
っ
と
日
本
で
も
高
齢
者
の
方
か
ら
順
に
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
方
た
ち
の
接
種
が
進
ん
で
不
安
も
少
し
は
や
わ
ら
ぎ
、

心
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
日
々
が
一
日
も
早
く

訪
れ
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
兵
庫
県
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー

ト
協
会
は
、
14
年
目
を
迎
え
現
在
の
会
員
数
は
、
６
，

２
８
１
名
と
昨
年
度
よ
り
微
増
と
な
り
ま
し
た
。
本
会

は
、
通
常
の
生
命
保
険
に
加
入
で
き
な
い
知
的
障
害
者
の

方
た
ち
が
、
病
気
や
怪
我
に
よ
る
入
院
や
通
院
、
個
人
賠

償
責
任
な
ど
の
、
日
常
生
活
で
起
こ
る
様
々
な
出
来
事
に

対
す
る
経
済
的
負
担
を
図
る
べ
く
、
保
険
会
社
の
協
力
の

も
と
日
々
業
務
を
遂
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
親
子
や
ご
家
族
で
と
て
も
大
変
な
思
い
を

さ
れ
た
事
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
子
様
が
感
染
後
、

入
院
も
し
く
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
ご
利
用
さ
れ
た
方
で
、
生

活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
に
ご
加
入
の
方
は
、
給
付
金
が

出
ま
す
の
で
、
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
ウ
エ
ス
ト
株
式
会
社
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
本
会
の
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
例
年
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
事
業
と
し
て
、
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
の
共
催
事
業
の
「
障
害
基
礎
年
金
学
習

会
」
の
開
催
、
本
会
自
主
事
業
の
「
権
利
擁
護
事
業
助
成
制

度
」「
地
域
生
活
支
援
事
業
助
成
制
度
」
等
の
研
修
会
や
講
演

会
等
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
研
修
会
や
講
演
会
等
が
ほ
と
ん
ど
開
催
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中
で
も
会
員
の
皆

様
へ
情
報
（
研
修
会
や
講
演
会
等
）
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
、

各
支
部
に
お
い
て
ウ
ェ
ブ
環
境
等
の
整
備
・
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
う
た
め
の
必
要
な
経
費
等
の
支
援
を
し
た
い
と
思
い
、
今

年
度
の
「
地
域
生
活
支
援
事
業
助
成
制
度
」
の
助
成
金
限
度

額
を
５
万
円
か
ら
10
万
円
に
増
額
い
た
し
ま
し
た
。
地
元
で

参
加
し
た
い
研
修
会
等
に
仲
間
と
共
に
参
加
で
き
、
共
に
成

長
で
き
る
よ
う
に
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
か
と
不
便
の
多
い
今
日
で
す

が
、
こ
の
状
況
が
一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
、
平
穏
な
日
々
が

取
り
戻
せ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

理
事
長
　
小 

原
　
冷 

子

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
学
ぶ
新
し
い
活
動
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科　　　目 合　計　額
Ⅰ　経 常 収 益
　　会 費 収 入 15,546,970
　　雑 収 入 100,136
　　経 常 収 益 計 15,647,106
Ⅱ　経 常 費 用
　　管 理 費 7,049,916
　　会 費 1,254,850
　　事 業 費 1,337,540
　　予 備 費 0
　　経 常 費 用 計 9,642,306
　　当期一般正味財産増減額 6,004,800
　　一般正味財産期首残高 16,046,429
　　一般正味財産期末残高 22,051,229

【保険料　収入の部】
科　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 120,045,790

【保険料　支出の部】
科　　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 120,045,790

科　　　目 合　計　額
Ⅰ　経 常 収 益
　　会 費 収 入 15,823,500
　　雑 収 入 2,000
　　経 常 収 益 計 15,825,500
Ⅱ　経 常 費 用
　　管 理 費 8,902,000
　　会 費 1,320,000
　　事 業 費 5,300,000
　　予 備 費 10,000
　　経 常 費 用 計 15,532,000
　　当期一般正味財産増減額 293,500
　　一般正味財産期首残高 22,051,229
　　一般正味財産期末残高 22,344,729

【保険料　収入の部】
科　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 122,556,500

【保険料　支出の部】
科　　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 122,556,500

令和2年度  正味財産増減計算書 令和3年度  予　算　書
（令和2年4月1日～令和3年3月31日） （令和3年4月1日～令和4年3月31日）（単位：円） （単位：円）

令和2年度加入者数 6,281名（Ａプラン：3,567名　Ｂプラン：2,382名　Ｃプラン：332名）

（令和3年5月25日～令和5年5月）

地区等 役　職 氏　　名
中央推薦 理 事 長 小　原　冷　子
中央推薦 副理事長 井　上　三枝子
中央推薦 副理事長 田　中　文　江
中央推薦 理 事 岡　本　　　征
中央推薦 理 事 森　　　康　祐
中央推薦 理 事 荻　田　藍　子
阪 神 南 理 事 朝　倉　己　作
阪 神 北 理 事 小　松　しのぶ
東 播 磨 理 事 光　井　早　苗
北 播 磨 理 事 野　田　英　紀
中 播 磨 理 事 渡　部　しのぶ
西 播 磨 理 事 内　海　育　子
但 馬 理 事 宮　本　厚　子
丹 波 理 事 細　見　頼　子
淡 路 理 事 川　向　尚　美
神 戸 理 事 古　井　　　豊
中央推薦 監 事 松　井　美弥子
中央推薦 監 事 小　石　信　子

支　部 代 議 員
尼 崎 市 鳥　居　祐　紀
西 宮 市 本　田　洋　子
芦 屋 市 朝　倉　己　作
伊 丹 市 小　松　しのぶ
宝 塚 市 今　北　さゆり
川 西 市 黒　木　千　秋
三 田 市 三　木　尚　美
猪名川町 尾　川　悦　子
明 石 四　方　成　之
加古川市 岡　田　佳奈子
高 砂 市 光　井　早　苗
東 播 磨 福　嶋　幸　江
西 脇 市 大　隅　克　已
三 木 市 長　田　幸　恵
小 野 市 黒　田　みちる
加 西 市 野　田　英　紀
加 東 市 大　西　ひとみ
多 可 町 吉　崎　敏　郎

支　部 代 議 員
姫　 路 白　井　正　子
中 播 磨 渡　部　しのぶ
相 生 市 原　田　なるみ
たつの市 矢　野　一　隆
赤 穂 市 藤　田　真紀子
太 子 町 内　海　育　子
上 郡 町 小　谷　　　亨
佐 用 町 木　村　政　照
宍 粟 市 見　當　　　智
豊 岡 市 中　井　佳与子
美 方 郡 田　野　哲　夫
養 父 市 宮　本　厚　子
朝 来 市 谷　川　　　晃
丹 波 市 谷　口　　　望
丹波篠山市 細　見　頼　子
洲 本 市 川　渕　悠　子
淡 路 市 川　向　尚　美
南あわじ市 後　藤　直　子
神 戸 市 小　河　多津子

第 ７ 期 役 員 紹 介
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新型コロナウイルスの感染者数増加により、全国各地で入院可能な病床数の減少が生じ、本来は入院
が必要な患者様が入院できなくなる事象が各地で発生しています。
この状況を踏まえ、医療機関の事情により入院できなかった場合等においても、所定の条件を満たし
たときは、入院したものとみなして、生活サポート総合補償制度の入院給付金をお支払いします。

◆特別措置の内容
医療機関・医師の指示により、臨時施設（※）または自宅で入院と同等の療養をした場合は、入院した
ものとみなして、入院給付金をお支払いします。

　※厚生労働省が2020年４月２日に、地方公共団体に対して、無症状・症状の軽い新型コロナウイルス感染
者を「宿泊療養」、「在宅療養」とするための準備に関して通知しましたが、この「宿泊療養」のための宿泊施
設を含みます

なお、冒頭記載の病床数の減少は、新型コロナウイルス感染者以外にも影響していることを踏まえ、こ
の特別措置は、新型コロナウイルス感染症以外の病気やケガをした被保険者様に対しても適用します。

◆特別措置をする場合の保険金請求時に必要な書類
通常の書類に加えて、次の①〜③に関する医療機関・医師からの書面による証明が必要です。

①入院と同等の療養が必要と判断し、臨時施設または自宅での療養を指示したこと
②臨時施設の名称・住所
③臨時施設、自宅のそれぞれで療養した期間

今後も会員様の日常生活の中で、様々な危険を
総合的に補償するための制度とし、より一層
お力添えができるように努めてまいります。

一般社団法人　兵庫県知的障害児者生活サポート協会
（問い合わせ先）　ジェイアイシーウエスト株式会社

TEL：0120－177－294

生活サポート総合補償制度 新型コロナウイルス感染症
特別措置について
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Ａ
Ｉ
Ｇ
保
険
に
加
入
し
て

宝
塚
市
　
勇
山
　
好
子

　

息
子
は
、
ダ
ウ
ン
症
で
47
才
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
体
が
弱
い
方
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
数

年
前
よ
り
足
に
水
が
た
ま
る
よ
う
に
な
り
、
通
院
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
足
を
引
き
ず
っ
て
歩
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
よ
ほ
ど
痛
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
か

ら
病
院
へ
行
く
と
い
う
の
で
す
。
検
査
を
行
う
事
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
ま
れ
つ
き
右
足
の
股
関
節

に
変
形
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
入
院
し
て
手
術
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
一
度
も
入
院
し
た
こ
と
も
、
手
術
を
し
た
こ

と
も
な
か
っ
た
の
で
、
親
子
と
も
に
不
安
や
戸
惑
い
が

大
き
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
頃
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
が

厳
し
く
な
り
、
半
年
間
待
っ
て
か
ら
手
術
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
病
院
は
面
会
禁
止
・
外
出
も
禁
止

の
中
、
31
日
間
息
子
と
２
人
で
個
室
で
過
ご
す
毎
日
で

し
た
。
幸
い
息
子
は
順
調
に
回
復
に
向
か
い
、
１
人
で

歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
無
事
退
院
の
日
を
迎
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
入
院
で
、
い
つ
ど
ん
な
事
が
あ
る
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
事
を
経
験
し
ま
し
た
。
多
く
の
出
費
も
あ

り
ま
し
た
が
、
Ａ
Ⅰ
Ｇ
保
険
に
加
入
し
て
い
た
お
か
げ

で
、
心
丈
夫
で
安
心
し
て
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

息
子
は
、
手
術
か
ら
１
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
異

常
も
な
く
と
て
も
元
気
に
な
り
、
毎
日
作
業
所
に
通
い
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

⃝補償制度担当：ジェイアイシーウエスト株式会社
  〒540-0026 大阪市中央区内本町1-1-1 OCT 7階
　フリーダイヤル：0120－177－294

⃝一般社団法人 兵庫県知的障害児者生活サポート協会
　TEL：078－891－4177
　E-mail： hyogo-support@voice.ocn.ne.jp

★ パンフレットのご請求・お問合せ先 ★サポート通信№22の発送作業は、
太子町の「特定非営利活動法人さ
わやかの部屋」のみなさんにお願
いしました。

令和２年度障害基礎年金学習会においては、丹波篠山市立篠山養護学校・兵庫県

立阪神特別支援学校・兵庫県立いなみ野特別支援学校・兵庫県立播磨特別支援学

校の４校が希望していましたが、コロナ禍のため中止となりオンラインでの受講

になりました。

今年度も、特別支援学校の保護者の方を対象に、県下４ヵ所で障害基礎年金学習

会を兵庫県手をつなぐ育成会と共催で開催予定です。

ぜひ、障害基礎年金学習会に参加していただき、最初の申請の際に、スムーズに

手続きが出来ますようにと願っております。

編集後記

ホームページアドレス：http://www.hyosuppo.sakura.ne.jp/
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